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概要

ｗｉｔｈによる同伴といった場合、個体間の同伴、個体と事象（非個体）の同伴、あるいは事象間の同伴と

いった違いがあることが分かった。個体間の同伴では日本語の助詞「と」による同伴表現に対応しており、

日本人に違和感はない。事象と個体の同伴の場合、事象を表すのは通常、節であるが、この場合、日本

語の｢と｣が対応しないので、我々に理解し難いと感じられる。また、ｐｕｔｕｐｗｉｔｈのように、事象の中に動作

主（主体）や被動作主（客体）などを表す部分が欠けていて、それがｗｉｔｈの同伴関係により、意味的に補

われる形になっていることも分かった。この場合には、明らかに個体間の同伴関係は存在しない。従って、

この場合、同伴を表す前置詞ｗｉｔｈが、語順の変更を行う道具になっていると見ることができることを示して

いる。What，sthematterwithyou?も、後から対象が示される形で類似しているといえる。ｗｉｔｈ句は、副詞

的であるが、前半の事象が成立する対象がｗｉｔｈ句で指定されていることが特徴的である。また、ｐｌａｙ

with(=beapartof)にも、個体間同伴関係はなく、事象と個体との同伴であり、結果として主語とｗｉｔｈの後

の名詞とに包含関係が成立している｡結局、ｗｉｔｈは、空間的同伴関係が成立していなくても、２つのものを

結び付ける、関係付ける、関連付ける機能を果たすことが見えてきた｡２つのものの間の空間的関係がない

ような場合でも使えるが、それはｗｉｔｈの元々のあいまい性から来ているもので、他の前置詞と異なっている

といえる。

1章分析ツール

ここでは、吹章でｗｉｔｈの分析に用いる道具となるいくつかの基本的概念を準備する。

(１－１）ｗｉｔｈの同伴性

まず最初に、前置詞ｗｉｔｈに似た前置詞ｂｙについて、ｂｙの近傍性から、受動態で行為者を示す用法が

生じた根拠について、次のことに筆者も同意するものである。

動詞の他動性あるいは動作性がくＢＥ＋過去分詞＞形によって弱められるということは、行為者の積

極的な役割も同時に弱められるということを含意する。そして、あえて行為者を表示する方法としてｂｙ
がどうして使用されるのかと言えば、おそらく、ｂｙがく近_傍＞あるいはく側にて＞を表し、thecomputer

wasbrokCnとJohnを空間的に近_傍化することによって､＜｢コンピュータが壊れた｣ということがジョンの

手の届く範囲である＞とし が含意し得るからである､うことをｂ ､と推測することができよう。つまり、＜コン

ピュータが壊れた状態にある＞とくジョンがその近傍にいる＞という空間関係からくジョンがコンピュー

タを壊した＞という推論が可能となる。しかし、Ｊｏｈｎがｂｙによって表示されているということはＪｏｈｎの

動作主としての積極的な働きは後景化されているとを同時に意味する。（Ｐ８８:田中）（波線は河本に
よる）

行為者が主語や目的語といったものではなく、「ｂｙ＋行為者」の前置詞句であるということから、前置詞を介

してものとものとが係わるわけで、他の多くの場合と同様、言わば間接性が出てくるということが注目に値す

る。

それでは、道具を示すｗｉｔｈについて、それがｗｉｔｈの元の意味である同伴性（近接性に通じる）とどのよう

に関連しているかについて、次の説明を筆者も受け入れるものである。

ではその説明原理は何であろうか。まず、ｐｂｙｘはくｐとｘの隣接`性＞を表すことからく手の届く範
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囲＞が連想され、それを媒介にしてく手段（ｘによって）＞の意味合いが発生したと考えることができよ

うｑ<_手-段_>と密=接に関_達したものにく道具_>ｶﾐあるが､_それは､通常型ｗｉ[hで表現される。＜道具＞
にはﾐｰ＜何かを手にとって輿_それで何かに操作を加える_三という典型的な意味合いがあり ､対象はまず．

もって「モノ」である。それに対して、＜手段＞には、＜手に取って、それで操作を加える＞というよりも

むしろ、＜依拠．寄り添い＞のニュアンスが強い。workbytherules(規則に従って働く）はく依拠＞の

端的な例である。ｂｙtrainやｂｙｆａｘ等はく手段＞の典型的な現れである。またぐ関連＞のby
professionもたとえばｂｙtrainとの類推的表現とみなすことができるかもしれない。（Ｐ､87:田中）（波線
は河本による）

このことから、ｗｉｔｈの道具を表す用法がｗｉｔｈの同伴`性から来ていることは異議ないであろう。歴史的に見

れば、Shakespeareの時代には、次のように、受動態での行為者がｏｆ(から)で示されることもあり、ｂｙ、ｗｉｔｈ、
ｏｆによる互いに似た機能がそれぞれの前置詞の基本の意味で理解できることが重要である。

beingtherealone,Leftandabandon,ｄｏ/hisvelvetfriends

ビロード服の友達に見離されてひとりいるので）dYLn.i､50．（大塚：ｐ､161）
近接性の意味を持っている前置詞がすべてその近接性から手段、道具などを示す用法を発達させたか

ということに関して、ｂｙとｗｉｔｈは特殊`性を持っていることが次のように述べられている。

、ｃａｒはｆａｒと対になる前置詞でく距離＞を話題にする。ｂｅsideの場合には-sideから推測されるよ

うにく側面＞を話題にする前置詞である。また、aroundはく周囲＞を問題にし、ｎｅｘｔｔｏはく配列＞が

前提になる前置詞である。つまり、ｂｙだけがここでリストしたような前提条件を欠いたままで、ｐとｘのく
近接性・隣接性＞を表現しうる前置詞なのである。

aboutもく漠然とした隣接,性＞を表すが、＜辺り＞としての意味合いが強いため、それはく手段＞に

はなりにくいという事情がある。なお、上でも指摘したように、そばにあるモノを手にしてしまえばｗｉｔｈと

なり、＜道具性（ｘを使って）＞が強調されることになる。ｗｉｔｈにはく主体が自分の手で操作可能＞と

いう意味合いが強くあり､ｂｙの＜拠って＞の意_味合いにおけるく手段性＞を表現するには適切では

上ELJpp､88-89:田中）（波線は河本による）

動詞に対する文法項は、それ独自の共通の明確な文法的意味を持っている。このことに関しては、既に

Greenbergから始まる研究がある。この文法項と排他的に前置詞句を使うことができる。前置詞句は、意味

的にはその中の前置詞により意味的結合が表されるが、次のように動作の完遂性などの点で、文法項に

劣ることが共通した特徴といえよう。このことが後で取り上げる，，partwith，，等の理解に利用される。
Ｈｃｓｈｏｔｈｉｍ

Ｈｅｓｈｏｔａｔｈｉｍ．

以上、２つの前置詞ｂｙとｗｉｔｈは、似てはいるが違いもあり、次のようにまとめられる。

①ｂｙ、ｗｉｔｈはそれぞれ近傍性、同伴性の意味的関連付けを行う

②ｗｉｔｈの道具`性、ｂｙの手段性には一応棲み分けができている

しかしながら、やはりｂｙとｗｉｔｈは意味的に似ていることから、次のように、ほとんど同じように使うことが可能

な場合がある、

Ｈｏｗ'ｓｂｙｙｏｕ?＝ＨｏＷｓ（it）ｗｉｔｈyou？《口》元気(してた)?，どう?，やってる？

bythestronghand＝Ｗｉｔｈａ［the］strongｈａｎｄ力ずくで，無理に(以上はリーダーズ）

これらは、withの道具をあらわす用法ではなく、元々の同伴という意味でのみ理解できる｡この捉え方が、次

章でのwithを含む句の分析に使われることになる。

（１－２）ｗｉｔｈの同伴性：個体ｖｓ・個体、事象ｖｓ､個体、事象ｖｓ,事象の同伴性

前置詞ｗｉｔｈの考察に入る前に、空間関係を表す前置詞ｉｎについて見てみることにする。ｉｎについて

得られたことをｗｉｔｈに適用し、ｗｉｔｈの分析に利用しようとするものである。

これまで英語の前置詞ｉｎについては、それほど日本人に違和感が持たれることはないと思う。それは、ｉｎ

が日本語の「に」に概ね対応しているためと考えられる。しかし、ｉｎで意味的に結合されているものが何であ

るか考えてみると、ｉｎの中でも互いに違いがあることが分かる、

Ｔｈｅｙｌｏｓｔｔｈｅｉｒｗａｙ辺thefog、彼らは霧の中で道に迷った。

Ｓｈｅｈａｄａｎｅｗｓｐａｐｅｒ辺ｈｅｒhand・手に新聞を持っていた。
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ＩｎＨｏｋｋａｉｄｏｉｔｉｓｖｅｒｙｃｏｌｄｉｎｔｈｅwinter、北海道では冬はとても寒い

MendifferfrombrutesmZhartheycanthinkandspeak・人間は考え、話せるという点でけだものと

は違う(以上はRandomHouseより）

ＡｉｎＢの形では、基本的に｢ＡがＢの中にある｣ということを意味する。この場合Ａの中で、ｉｎに結合する

ものが具体的に何であるか、ということを確認してみよう。ｉｎｔｈｅｆｏｇ、InHokkaido、ｉｎthat…の例では、ｉｎ

句はＡ全体に関係していると思われる。しかしながら、ｉｎｈｅｒｈａｎｄの場合には、次の関係が強く意識され

る：

Ａｎｅｗｓｐａｐｅｒ－－ｉｎｈｅｒｈａｎｄ

もちろん

（She）ｈａｄａｎｅｗｓｐａｐｅｒ－ｉｎｈｅｒｈａｎｄ

という関係も認められるけれども。このことから、ｉｎで結合されるものについて、意味的に個体と事象の点か

ら分類すると、

個体ｉｎ個体

事象ｉｎ個体

個体ｉｎ事象

事象ｉｎ事象

の４通りが存在することになる。ここで注意すべきことは、個体が個体だけを直接修飾している、などと言っ

ているのではない、ということである。上の例ではすべてｉｎ句は文法的には副詞句で、前の節又は動詞句

を修飾していることになる。その上で、ｉｎの関係を確認しようとすると、内容的には事象の中の－部である個

体が浮かび上がり、個体ｖｓ・個体や事象ｖｓ・個体、事象ｖｓ・事象において、ｉｎの関係が成立しているという

ことである。

実は、そこのところを日本語では言葉の上で区別している。英語ではｉｎだけを使い、個体と事象を目に

見える形で区別しないが、日本語でははっきりと違う形で言語化するのである。

日本語の格助詞「に」と「で」には共通してく位置〉を合図する用法がある。しかしそこには棲み分

けの原理が働いている。「に｣はく個-体＞の_位置を合_図するのに対し､「で｣はく状況＞の位置を合図

する。文法的に見ると、典型的に「に｣は基本述語動詞に内在的な項(argument)を表示する。それに

対し、「で｣のほうは随意的な付加語(adjunct)を表示する。（p２９:中右）（波線は河本による）

日本語では個体と事象とのつながりに応じて、格助詞「に｣と｢で｣を使い分けており、これらの助詞は、動詞

との結びつきに関し、動詞の内在的な項、付加語などのレベルの違いを反映していると捉えることができる

ということである。日本語の動詞が英語の動詞に大体うまく対応していることを考え合わせれば、英語の前

置詞句も、動詞に対して異なった役割を担うことを示していることになる。ｉｎ句の場合、それが動詞、節、あ

るいはそれらの中の－部である名詞のいずれに意味的に関係するか、ということになろうが、形式上、表面

上ではっきりしているとは言えない。当然ながら、ｉｎという前置詞の持っている基本の意味で結びついてい

る。

ｉｎで確認できたことを、ｗｉｔｈに当てはめてみよう。

Ｉｗｅｎｔｔｏｔｈｅｚｏｏｍｔｈｈｅｒ、私は彼女と動物園に行った。

BritainhasatreatywithAmerica・英国は米国と条約を結んでいる。

Withallherfaults，Istilllikeher・たくさん欠点はあるが、それでも彼女が好きだ。

（以上はRandomHouseから)(下線は河本による）

Ｉｗｅｎｔｔｏｔｈｅｚｏｏｗｉｔｈｈｅｒでは、通常ｗｉｔｈherが(1)ｗｅｎｔｔｏｔｈｅｚｏｏを修飾していると言われる。このｗｉｔｈ

の「～と(一緒に)」という部分が具体的に何かを突き止めようとすれば、結局Ｉとｈｅｒとの同伴ということにな

る。Ｚｏｏとherとの同伴ということは考えられない。従って、この場合、ｗｉｔｈの同伴関係で結ばれているのは、

意味的に、個体(1)と個体(her)であると理解される。しかしながら、ｗｉｔｈは、前置詞としてＩｗｃｎｔｔｏｔｈｅｚｏｏ

とｈｅｒとを結び付けていると考えられる。これは、いわば文法的、構造的な側面である。ｉｎの場合と同様、

withでは個体間の同伴、事象ｖｓ・個体の同伴に応じて、即ち、ｗｉｔｈで結合される対象のレベルの違いで

別の日本語が対応する、という特徴がこれらの例から浮かび上がってくる。

以上から、ｉｎでは、日本語の助詞が素直に対応することから、我々が違和感を持つことは少ないが、

ｗｉｔｈでは、そのようなうまい対応がないせいか、一見すると、同伴ということでは理解するのが難しい表現が



河本誠２２

目立つ。この認識が、「分離動詞十with｣の項目に直接に関連するなど、後で大きく役立つことになる。

（３）日本語の「と｣と英語のの／ｗｉｔｈ／againsｔ

ここでは、動詞に係わる異なった文法的形態が、どのような一貫した共通の意味を持っているかを見てみ

よう。Shoot骨shootatの違いなどはよく取り上げられているが、ｗｉｔｈに関しては、筆者の知る限り、ほとんど

目にしたことがない。日本語の「卜」に対応する英語表現という視点から、次の先行研究が参考になる。

日本語では卜で表示される対戦行為のく相手＞は、英語ではゼロ表示の場合と、ｗｉｔｈやagainstな

どの前置詞で表示される場合がある。

（21）ａ・TheGiantsplayedの／△g△1匹LtheDodgers．（ドジヤーズと対戦した）

ｂ・Japanfoughtの／且g且1匹ＬｔｈｅＵＳｉｎＷｏｒｌｄＷａｒⅡ．（米国と戦った）

対戦相手をゼロで表示するとく仕手＞の働きかけという結果に視点があり、卜に相当するagainstを用

いるとく相手＞との互角の対戦という過程的な側面が強調されることになる。次例の(a)のconsultの

場合でも、ｗｉｔｈがないと「専門家の意_見を聞く｣というく仕手＞の働きかけの行_為_が焦点となるが、

ｗｉｔｈを用いると、「話し合う」「相談する｣というく仕手＞と互角_の共同行為のく相方＞が明_示される

（22)aTheyoungdoctorconsultedの/lALiLlUhespecialistbeforetreatinghispatient．（専門家と
相談する）

bconsultのadictionary／ｍａｐ（辞書・地図を参考にする）

ｃ・consultのｔｈｅweather（天気予報を参考にする）（ｐ､20:吉川）（波線は河本による）

動詞に対し、それを補う項の（文法的）形態が、前置詞のあるなしで、また、異なる前置詞が可能な場合、

前置詞どうしで異なるということを示している。動詞に対し、目的語や前置詞句が後に続く場合、一般論と

してどのような違いがあるかを上の引用は説明するものである。

上の引用においては、の、against、ｗｉｔｈの間の違いであるが、この議論は、他の動詞、前置詞でも同様
に成立するものである。ｗｉｔｈなどの前置詞がなく目的語が動詞に続く場合、＜働きかけの作用＞に焦点が

当てられ、ｗｉｔｈや他の前置詞が続く場合にはそれがない、ないしは弱いということが極めて重要である。す

なわち、動詞に前置詞句が続く場合、間接的、比ゆ的意味合いを生み出す可能性を秘めていることがわ

かる。

2章ｗｉｔｈを含む文の意味分析

ここでは、ｗｉｔｈの箇所が理解し難い文を取り上げ、それらが前章で導入した知見を使ってどのように説

明できるかを見ることにする。

(２－１）分離動詞十ｗｉｔｈ

動詞ｐａｒｔについては、ほとんど同じ意味でｐａｒｔｆｒｏｍ～とｐａｒｔwith～とがあるが、ｆｒｏｍとｗｉｔｈがほぼ反
対の意味であることから、奇妙に感じられる。先行研究を次に挙げる。

（42）JohnbrokewithMary．

（43）Johndoesn，twanttopartlAL1L11hiscar．

(42)(ジョンはメアリーと手をきった)、（43)(ジョンは車を手離したくない）におけるｗｉｔｈをｆｒｏｍ(分離の
出発点）で言い換える(例えばＬｏ"9ｍα〃、mio"αｒｙｏ／ＣＯ"にｍｐｏｒａｒｙＥ"gﾉisハｓ､v､ｗｉｔｈｌＯ)のは通

｢分離動詞十Ｍｚｈ｣は｢＝との同伴関係を二例であるが、これはあくまでも辞書的な便宜にすぎない。

わす」の意ととるべきで、その証拠にｗｉｔｈがその原義のわす」の意ととるべきで、その証拠にｗｉｔｈがその原義の「同伴」と正反対の「非同伴」や「分離」の意を

もったことは英語の歴史にはないという事実をあげることができる。そして、例えば(42)は次の(43）

（43）Johnbrokerelations凶L121LMary、

の省略形と考えるほうがまだしも論理にかなっているだろう。（ｐ76:上野）（波線は河本による）

波線部分のｗｉｔｈが同伴を表すものとして、「…との同伴関係を壊す｣と考えているところが筆者には気に

なる。それではrelationswithMaryを１つの名詞の塊と考え、brokeの目的語と捉えるということになる｡全
体の意味としては良しとしても、構造の見方としてはこれも便宜的といわざるを得ない｡そうではなく、前章で

見た動詞の表す行為において、ｗｉｔｈ句は単に相方を示しているに過ぎない、と筆者は考えたい。従って、
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むしろ、Ｊｏｈｎbroke『elations／withMary｢…と同伴関係を断つ｣とｗｉｔｈ句の部分を副詞的に取るべきと

考える｡ここでは､ＪｏｈｎとMary、Ｊｏｈｎとｈｉｓｃａｒとの間には個体間の同伴関係が元にあり、その物理的な

同伴関係がなくなると考えることもできる。また、事象ｖｓ・個体の同伴関係とも考えられる。この節での結論

は後者になる。「分離する｣という行為での同伴関係である点が特異であり、この点は後でさらに述べる。

前置詞を介さない次の形と比較してみよう。

ｂｒｅａｋａｖａｓｅ

ｐａｒｔｏｎｅ，ｓｈａｉｒ

これらでは、それぞれavase、one，ｓｈａｉｒへの働きかけが出て、brcakfromMary、ｐａｒｔｆｒｏｍｈｉｓｃａｒでは

fromの空間的意味から、その空間関係に焦点が当てられることになる。ｗｉｔｈの持っている対等的ニュアン

スはこれらでは出なくなってしまうと同時に、他動詞としての意味(壊す、分ける)が強くなる。従って、ｗｉｔｈが
入る場合、ｆｒｏｍの空間的意味や相方への働きかけに焦点を当てるのではなく、対等のニュアンスでの取り

上げになり、ｐａｒｔｗｉｔｈの例ではやや比楡的、擬人的要素が入ってくるのではないかと推測される。次の例

でもそのように感じられる。

Agoodadvertisementwillmakeapersondecidetopartwithhismoney.（リーダーズ）

前章の例として取り上げた日本語の「ト」がｗｉｔｈに対応していて、英語と同じ構成・役割を果たしている点

も注目される。

逆に、日本語の「卜｣に英語の何が対応するかを分類したのが次である。

英語の対格が卜格に対応する動詞には次のようなものがある。

＜相手＞卜対戦：fight（ｗｉｔｈ／against),ｐｌａｙ（ｗｉｔｈ／against),consult（with）
＜相方＞卜相互的動作：marry,ｗｅ｡，divorce，ｐ｣aLL-hLj2且ｋ

相互的関係：rcsemble，contradict，parallel，equal(ｐ２１:吉川）

（波線の部分は河本による追加）

分離動詞はまさに相互的動作の項目に当てはまっていると思われる。主語の一方的な働きかけというよ

り、共同行為という側面を持っている。marry,ｗｅｄに対し、divorce,part,ｂｒｅａｋは反対の概念であるにも係

わらず、同じ前置詞ｗｉｔｈによる句でそれらの行為の相方が示されることは、動作に絡む人やものの関係に
焦点が当てられているといえる。

この節では、「分離動詞＋with｣のｗｉｔｈには、日本語の「卜｣が大体うまく対応するが、英語のｗｉｔｈの箇所
を個体間の同伴では理解できず抵抗を感じることを述べてきた｡それは、動作としては分離であるが、その
動作の相方が同伴で示されるのに対し、ｍｅｅｔのような結合の場合は、ｗｉｔｈのあるなしのどちらでもほとんど

違和感を持たれないはずである。それは行為の結果、ｗｉｔｈの同伴関係が存続することに大いに関係があ

ると筆者は考える｡池上の言う結果指向性が少なくとも英語には強いことの－面と言えるかも知れない｡従
って、この節の引用のように、ｗｉｔｈをｆｒｏｍで言い換えるのは、便宜上のことであり、捉え方、視点が異なっ

ているのである。break、ｐａｒｔという行為は、一人で行えるものではなく、その行為の相方がｗｉｔｈ句で示され
ている。それらを

JohnfoughtwithMary.（JohnはＭａｒｙと対戦した）

Ｔｈｃｂｉｌｌｍｅ〔Ｍ[AapprovaL（その法案は承認された）

と比べてみると、ｆoughtの場合には、ｗｉｔｈはＪｏｈｎとＭａｒｙの物理的、継続的な個体間の同伴でうまく理解
でき、ｍｅｔの場合には、（行為の結果）同伴が生まれるのに対し、break、ｐａｒｔの場合には、２つの個体間の
同伴は行為の始めにだけ成立していた（起点の）事項である点が異なっている。従って、個体間の同伴と
は考えないほうがよいということになる。

ここまで考えてきて、池上の次の記述があることが分かった(再認識した)。

（84)ａ（？）太郎ハ花子カラ別レタ

（84)ｂ太郎ハ花子卜別レタ

（85)aMarydidn，ｔｗａｎｔｔｏｐａｒｔ/M77herjewels．

（85)bMarydidn，twanttopartwjrhherjewels．

（日本語では｢人カラ別レル」よりは「人卜別レル」のほうが自然である｡(85)の英語の表現はく物を手
放す＞の意味で、英語ではく人と別れる＞の意味のときはｐａｒｔかomapcrsonが普通の言い方であ
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る｡）(84)や(85)で見られるのは、＜起点＞(ＦＲＯＭ)とく近接性＞(ＷＩＴＨ)の表現の交替である。＜存

在点＞(AT)というのはく近接性＞(ＷＩＴＨ)の一つの特別な場合と考えることができるから、（84)や(85）
のような例もく起点＞とく存在点＞の交替ないし中和という問題と関連するものと考えることができる。
＜別れる＞やく手放す＞という意味自体はもともとく起点＞的な要因を含むものであるから、問題に

なるのはこのような動詞が「ト｣やｗｉｔｈのようなく近接`性＞の表現と共起する場合である。

このような場合におけるく近接性＞の表現の交替には、いくつかの要因が関係しているように感じら

れる｡一つは、「トー緒デアル」、ｍｅｅｔ〔encounter〕ｗｊｒｈのようなそれらと対をなす意味的にプラスの表

現で用いられるく近接`性＞の表示が転用されたという感じである。（これは意味的にプラスのＴＯがマイ

ナスのＦＲＯＭにとって代わるという場合と比較できる｡）また、日本語の場合なら｢人卜戦ウ〔争ウ〕」、英

語の場合ならfight〔encounter〕ｗ肋のようなほぼ対等の相手どうしという感じの「卜｣やｗｉｔｈの用法と

もつながりがありそうである。そして、最後に英語の場合にはＡｗａｙｗｉｔｈｈｉｍ１＜彼を追い出せ＞、

Ｄｏｗｎｗｉｔｈｈｉｍ１＜彼を打倒せよ＞などに見られる行為の対象を示すｗｉｔｈの用法に近いものも感じら

れる｡(pp169-70）

筆者が到達した結論にほぼ一致するものである｡また、池上は次の考察も行っている。

同じことは他の多くの場所的表現、およびその転用に見られる｡runbehindthewallという表現はく

壁の後を走る＞という意味と並んでく壁の後へ走り込む＞というく到達点＞的な意味にも取れるが、

＜壁の後から走り出る＞というく起点＞的な意味でとるためにはｒｕｎｆｒｏｍｂｅｈｉｎｄｔｈｅｗａｌｌというよう

にく起点＞」の表現を明示することが必要である｡＜笑わせつづける＞の意味のkeephimlaughing
は深層的なｋｃｅｐｈｉｍＡＴ／Tolaughingという形でのＡＴ／ＴＯがゼロとして実現されている場合と考え

ることができるが、＜笑わせないようにしておく＞のkeephimfromlaughingではく起点＞の表示の
ｆｒｏｍをゼロにすることはできない｡さらにすでに検討したことであるが、英語のbecomeadoctorやｍａｋｅ

ｈｉｍａｄｏｃｔｏｒのような表現でく到達点＞の表示(becomeTOadoctor,ｍａｋｅｈｉｍＴＯａｄｏｃｔｏｒ)がゼロ

となっているのも、やはり同じ傾向の現れである｡(ppl27-8）

起点を示すものとしてｗｉｔｈが使われているとすれば、ｆｒｏｍｗｉｔｈとでもしなければならないということになる。

そうなっていないことから、分離動詞に続くｗｉｔｈは起点での状態を示しているとは考え難いことが解る。

(２－２）項を補うｗｉｔｈ句

(Ａ)ｐｕｔｕｐｗｉｔｈ，ｃａｔｃｈｕｐｗｉｔｈｇｅｔｄｏｗｎｗｉｔｈの構造

これら３つの成句における動詞put，catch，ｇｅｔはいずれも本質的に他動詞である。すると、動詞そのもの

に着目した場合、それぞれに主語は存在しているが、目的語が欠けていることになる。ｃａｔｃｈｕｐｗｉｔｈの場

合には､ｕｐがcatchの動作の完成、終結を意味し、ｗｉｔｈの後の名詞が意味的にcatchの被動作主である

ことに間違いないであろう｡ここで、ｗｉｔｈが同伴であり、（主語十)ｃａｔｃｈｕｐと同伴関係であるということで、〔主

語〕と〔ｗｉｔｈの後の名詞〕との間の個体間同伴関係も成立している。この場合、まとめると、同伴の結果、そ

の同伴で動詞の不足した項が補われる形になっていると考えられる。

ＨｅｃｏｕｌｄｎｏｔｃａＭ叩（with）thelcaderintheracc・競走で先頭に追いつけなかった．

（RandomHouseより）

リーダーズの辞書にもｃａｔｃｈｕｐｗｉｔｈｓｂ＝ｃａｔｃｈｕｐｓｂと記載してあり、これが直前で述べた解釈をサポート

するものとは断定できないが、議論としては整合している。辞書を見ると、〔追いつく〕という意味ではtoやｏｎ

がcatchに続く場合もあるが、それらはそれぞれの前置詞の基本の意味で理解できるので今の議論に対す

る反論にはならない。

ｐｕｔｕｐｗｉｔｈの場合にも、ｃａｔｃｈｕｐｗｉｔｈと同じように考えることができるだろうか。ｃａｔｃｈｕｐｗｉｔｈの場合、

ｗｉｔｈが同伴を指示する語であり、ｃａｔｃｈｕｐの目的語が欠けていて、ｗｉｔｈの同伴関係でｐｕｔｕｐの被動作

主が補われるということである。言い換えれば、ｗｉｔｈ句が文法的には前の箇所を副詞的に修飾するが、意

味的には動詞の目的語を補う役割を果たしていると考えられ、それがこの場合にも当てはまれば一貫した

理解が可能ということになる｡しかし、ｐｕｔｓｔｈ/ｓｂｕｐの意味が問題で、このｗｉｔｈのない形でsth/ｓｂに対して

｢我慢する｣という意味が元々存在するのかという疑問が生じる。これについて調べてみると、ｐｕｔｕｐ(ｗ)の用
法として次のものがある。
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（古）．．、を我慢する

がある。このｕｐについては、

無活動・廃用・貯蔵・取り片付けなどの状態

ではないかと推測するが、いずれにせよ、以上をまとめると、ｐｕｔｕｐｗｉｔｈの全体の意味がｗｉｔｈの同伴の意

味で合成できたことになる。

この節の議論には、その場しのぎの便宜的な論法が使用されてはおらず、前章で見た一般原理から全

体の意味が合成されることが重要である。

(Ｂ)ＡｗａｙｗｉｔｈｈｉｍｌＯｆｆｗｉｔｈｙｏｕ１Ｄｏｗｎｗiththedust1の構造

このタイプの表現に対してはどうであろうか。ｗｉｔｈが同伴を表しているとして、その同伴関係の前の部分が

ａｗａｙであり、意味的には、この部分に『何が』に当たる主語（動作主）が不足していることは一目瞭然であ
る。これらは、二人称、三人称に対する命令になっていると理解されるが、それらを示す名詞・代名詞がそ

こに欠けているわけである。（Ａ)での論理を踏襲すれば、同伴関係によってａｗａｙ,off,ｄｏｗｎの動作主体が

指定されることになる。この場合、ｗｉｔｈの同伴というのは、ｗｉｔｈの後の名詞とその前の部分（節）との同伴と

いうことで、明らかに、個体間の同伴関係は成立していない。前の部分に同伴関係が成立する個体がない

からで、このことでこれらの文に対する理解が難しく感じられるのであろう。この点が、分離動詞＋ｗｉｔｈのｐａｒｔ

with、breakｗｉｔｈとは似たパターンではあるが、それらと異なっている点であると考えられる。

辞書では、このケースのｗｉｔｈの用法は独立した項目で扱っていて、「〔関連・関係〕・・・について、対し

て；・・・にあっては；・・・にとっては、・・・の見るところでは」が該当しそうであるが、個体間の同伴はなく、動

詞の項を補っている点が注目されるべきである。

ｈｅｌｐにも、次のような似た例があることが分かる

〃e/ｐｍｅｏ〃［。〃]Ｍｍｍｙｃｏａｔ・オーバーを着せて[脱がせて]ください

Ｗｉｌｌｙｏｕｈｅｌｐｍｅ叩［j"］ＭＵｈｔｈｉｓｂａｇ？この袋を持ち上げる[中に入れる]のを手伝ってくれますか

ＨｅｐｌａｎｎｅｄｔｏｈｅｌｐｍｅＭｍｍｙｗｏｒｋ、彼は私の仕事を手伝ってくれるつもりだった

ＬｅｔmehelpyouMrhthosepackages・荷物をお持ちしましょう（以上RandomHouseより）

最初の２つの例では、意味的に考えて、それぞれｗｉｔｈｍｙｃｏａｔ、withthisbagはｏｎ[off]、ｕｐ[in]の部分、

即ち、ｈｅｌｐの目的格補語の部分と関係している。
〕Helpｍｅ〔

Helpｍｅ〔

、

〕u、[ｉｎ］ｗｉｔｈｔｈｉｓｂａ２

下線の部分は実はＡｗａｙｗｉｔｈｈｉｍ１と同じ構造であり、ｍｙｃｏａＬｔｈｉｓｂａｇがそれぞれｏｎ[off]、ｕｐ[in]の動

作主体（意味上の主語）になっている。後の２つの例では、ｈｅｌｐという動作の被動作対象を示していると見

ることもできるし、単に副詞的と見ることもできるだろう。従って、この節をまとめると、ｗｉｔｈによる同伴で補わ

れるのは、述部の動作主であったり、被動作主であったり、補語に対するものであったりと様々であるという

ことになる。

(Ｃ)この節のまとめ

（Ａ)、（Ｂ)で取り上げた構造に対しては、当初の疑問が解決したわけであるが、このｗｉｔｈを使った構造

の生産`性はどうであろうか。他にもこの形が利用されているのだろうか。辞書で成句を探してみると

ｇｉｖｅｏｕｔｗｉｔｈａｓｃｒｅａｍ（金切り声をあげる）

もあり、決してこのタイプが特殊な例ではないことがわかる。それでは、このｗｉｔｈが入った形の表現と、ｗｉｔｈ

がない

ｇｉｖｅｏｕｔａｓｃｒｅａｍ

との差が何かということになる。ｃａｔｃｈｕｐｗｉｔｈの場合は、

ｃａｔｃｈｕｐｓｂ￣ｃａｔｃｈｕｐｗｉｔｈｓｂ

捕まえる追いつく

の違いで、前者ではｓｂが動詞の目的語になっているから｢動作を受ける｣という直接的、物理的な側面が

表面に出され、ｗｉｔｈが入っている後者の場合には、動詞の表す動作の作用が間接的になり、比ゆ的意味

合いが出る傾向があることをこの節の初めに述べた。ｇｉｖｅｏｕｔの場合には、筆者にはその違いがはっきりと
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解り難いものではある。ただ、ｗｉｔｈのあるなしで、個々の動詞の意味に応じて、意味の細かな分化、棲み分

けの作用が働いていると考えられる｡いずれにせよ、ｗｉｔｈを含んだ未知の表現に遭遇した場合、一貫したプ

ロセスを経てその全体理解に達することがほぼ可能になったことは十分に評価できるといえる。

繰り返しになるが、直前の議論は、よくある次の説明と同じことである。

Ｓｈｏｏｔｈｉｍ骨ｓｈｏｏｔａｔｈｉｍ

裸の目的語というのは、動詞が動作を表す場合、一般にその動作の完遂までも表し、ｓｈｏｏｔａｔｈｉｍのよう

にａｔなどの前置詞が入ると、動詞の表す動作の中で、前置詞の部分が表面化、焦点化されており、例え

ば動作の完遂,性は必ずしも出なくなる場合がある｡そのことがｗｉｔｈでも成立しているわけである。ｃａｔｃｈｕｐ
ｗｉｔｈの例でいえば、ｗｉｔｈの同伴という側面に焦点が当てられるわけで、そこから、上で見たような全体的に

はcatchの本来の意味から離れ、やや比ゆ的意味が生じると考えられる。

動詞の項が不足している場合、項を補う形でｗｉｔｈが使われるのに似た次の例もある、

Hisbackranwithblood．（ｐ､108:吉川）

既に主語(動作主、主体)、目的語(被動作主、客体)などがｗｉｔｈ句で後置されて指定される他の例を見た

わけであるが、ｒａｎという動作の論理的な主語が文の主語とは別に後置されたwithbloodで示されている

わけで、これまで上で見たタイプとはまた異なっている。このように様々な項を補うことができるというｗｉｔｈの

特殊性というのは、結局、ｗｉｔｈの同伴性というあいまいさから来ているという結論にならざるを得ない。空間

的意味がはっきりしていては不都合が生じるわけで、ｗｉｔｈの道具を示す用法もそのあいまい`性の典型的な
ものと考えられる。

(２－３）所属・勤務（…の－員で、…に雇われて、…に勤務して）

次もまた筆者が悩まされてきたものである。

HeplayslALil｣lastringquartet、彼は弦楽四重奏団の団員だ。（以下２つはRandomHouseより）
Ｈｏｗｌｏｎｇｈａｖｅｙｏｕｂｅｃｎｗｉｔｈｔｈｅcompany？その会社に勤めてどれくらいになりますか。

Ｉ，mlAL1Ulthepublishingdivisionofthecompany.（Bookshelf）

Ｈｅｈａｓｂｅｅｎｗｉｔｈｔｈｅｆｉｒｍｆｏｒｆｉｆｔｅｅｎyears．（リーダーズ）（下線は河本による）

これらの文の理解が筆者にとって困難であった原因は、最初の例では、ｈｅとastringquartetとが同伴とい
うことから、ｈｅはastringquartetとは別人と考えようとしたからである。即ち、

彼は弦楽四重奏団と(一緒に)演奏する。

ｗｉｔｈが入った多くの文では、個体間同伴関係を捉えることによって全体がうまく理解できるので、こういった

場合だけを例外扱いにすればよいぐらいに考えてやってきた。しかしながら、astringquartetに対して個体
間の同伴関係を保持させることに拘らなければ、これらの文の意味を取ることは何ら問題ないことがわかる。

Ｈｅｐｌａｙｓとastringquartetとが事象ｖｓ・個体で同伴であり、この場合にはＨｅとastringquartctとが個体
同伴関係でなく包含関係を形成する、ということである｡ｗｉｔｈが個体と個体との同伴に限らないことは前章

の(１－２)で一般論として述べたことである。当然、文脈によっては、個体間同伴関係が成立するとして次の

ような理解も可能であろう、

彼は弦楽四重奏団と一緒に演奏する。

その会社とどれくらい協力関係にありますか。

日本語の｢と｣は、英語のｗｉｔｈに多くの場合うまく対応しているが、この場合には無理で、このことについて

は１章で一般論として少し述べたことである。

(２－４）careful，generous，patientなどに続く場合

ここでは、careful，happyの後に続くwith，ｏｆ,about，ｉｎなどの間での違いは何か、ということを問題にす

る｡まず、例文を挙げておく。（以下の例は新編英和活用大辞典より）

〔careful〕

◆Ｓｈｃｉｓｃａｒｅルノaboutherappearancc［health，dressl外見[健康、服装]に気をつかう

Ｈｃｉｓｃａｒａルノabouttherights［feelings］ｏｆothers・他人の権利[気持ち]を大切にする

・ｂｅｃａｒｅルノaboutsmallthings小さなことに気をつかう

Ｂｅｃａｒｅルノaboutwhatyousay、言うことに気をつけなさい
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Ｈｅｉｓｃａｒｅルノabouthowhedresses、服装に注意深い

◆Ｂｅｃａｒｅルノinmoneymatters・金銭問題には気をつけなさい．

・Ｈｅｉｓｃａｒｅルノｉｎｈｉｓｓｐｅｅｃｈ言葉づかいに気をつけている

・Ｙｏｕｍｕｓｔｂｃｖｅｒｙｃａｒｅルノinrccordingyourobservations・観察結果を記録するに際してはきわめ

て注意深くあらねばならない

◆ｂｅｃａｒｅルノｉｎｒｅｇａｒｄｔｏｏｎｄｓｄｉｅｔ食生活に注意する

◆Ｂｅｃａｒｅルノｏｆｈｉｍ；heisdangerous、彼には用心したまえ，危険な男だから

・ＢｅｃｃＷルノofthesetrees；theygivesomepeopleanallergy、これらの樹木には気をつけなさい，ア

レルギーを起こす人もいるから

・Ｉｔｗａｓｎｏｔｖｃｒｙｃａｒｅルノｏｆｙｏｕｔｏｓａｙｔｈａｔ１そんなことを言うなんて軽率だったな

・Ｂｅｃａｒｅ/ｍｏｆｗｈａｔｙｏｕｓａｙ、言うことに気をつけなさい

◆Ｂｅｃａｒｅルノwiththat；irsfragile！それは気をつけて，こわれやすいから

・Ｂｅａｌｉｔｔｌｅｍｏｒｅｃａｒｅルノwithyourmoney；ｙｏｕｄｏｎ'ｔｈａｖｅｍｕｃｈもう少しお金を大切にしなさい，

たくさんもってるわけじゃないのだから．

〔happy〕

◆Ｈｅｉｓﾉtappyabouthispromotion、昇進を喜んでいる

．Ｉwas､'ｔｖｅｒｙｈα〃yaboutmeetingheragain，彼女にまた会うのはあまりうれしくなかった

．I'ｍ〃〃ｙａｂｏｕｔｍｙｎｅｗｊｏｂ．新しい仕事が気に入っている

◆ＳｈｅｗａＭＱ〃ｙａｓａｃｈｉｌｄ［anurse，ateacher,etc.]・子供[看護婦，教師(など)]のとき[として]幸
せだった

◆ｂｅｈａｐｐｙａｔｔｈｅｎｅｗｓ［discovery］そのニュース[発見]に喜ぶ．

・Ｉａｍｈａｐｐｙａｔｈｅａｒｉｎｇｔｈａｔ…．

◆ＹｏｕｗｉｌｌｂＭａｐｐｉｅｒｆｏｒｍａｋｉｎｇｔｈｉｓdecision、この決断をすることでより幸せになりますよ

◆Ｔｈｅｙｗｅｒｅｖｅｒｙｈα〃ｙｉｎｔｈｅｉｒｗｏｒｋ、彼らは大変楽しく働いていた

・ＴｈｅｙｏｕｎｇｍａｎｗａＭａｐｐｙｉｎｈａｖｉｎｇｃｏｎgenialwork、その若者は運よく自分の性に合った仕事を

もてた

・ｂＭａｐｐｙｉｎｏｎｅ'schoiceofexpressio、うまく言葉が選択できる

・ｂｅﾉ、〃yintheknowledgethat･･･…と知ってうれしい

・ＨｅｗａＭα〃ｙａｎｄｃｏｍｆｏｒｔａｂｌｅｂａｃｋｉｎｈｉｓｏｌｄｈｏｍｅ・生まれ故郷に帰って楽しく'快適であった

◆Ｈｅｉｓﾉmppyoverhissuccess、その成功を喜んでいる

・ＳｈｅｗａＭα〃yoverherexpcrienceinParis、彼女にとってパリでの経験は楽しかった

◆IwasnotverMappywithhisproposaＬ彼の提案を聞いてあまりうれしくなかった

・Ｈｃｉｓハａｐｐｙｗｉｔｈｈｉｓｗｉｆｅ［friends]・細君[友人]とうまくいっている．
前置詞は次のような基本の意味を持っている。

ｏｆは(方向の)対象物

ａｔは対象の存在位置（ピンポイント化）

ｉｎは対象の存在範囲

ｗｉｔｈは同伴関係

aboutは漠然とした対象の存在範囲

ｂｙは近傍

ｏｖｅｒは全体に渡って

ｆｏｒは目的

これらの前置詞が、上記の形容詞に続く場合、ｗｉｔｈと他の前置詞とでどのような違いがあるか、ということが
ポイントである。

モノとモノとの関係というのは、どのようなものがあるのか。空間的な関係はそれぞれの前置詞が持ってい

る基本の意味で示されていることが分かる｡そうであれば、ｗｉｔｈはどのような意味を発揮しているのか｡ｗｉｔｈ

は空間的にはこれらの中で最もあいまいな同伴という意味を基本的意味としている｡それには、方向性、具

体的場所指定といった意味は存在しない。ｂｙ、aboutとも似ているが、単なる空間的関係といえない面を
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持ち合わせている。

さらに、ｗｉｔｈに関しては動きが関係せず、近接ともいえるが、やはり広い意味での同伴であり、それだから

withがagainstで置き換えられる場合があることも納得がいく。従って、他の前置詞でうまく処理できなけれ

ばｗｉｔｈが持ち出される､というのが当たっているかも知れない。

以上の違いもさることながら、ｏｆ以外の場合、主語とｗｉｔｈの後の部分との間で個体間の同伴関係が成

立する場合が多い。従って、その際、狭い意味でcareful，happyを修飾しているというのではなく、前置詞

句の部分が主語の状態に関する設定、条件になっていると見ることができる。上野はこのことを、ｗｉｔｈの特

徴と捉え、ｗｉｔｈに関して、分離可能な関係である場合に使われると述べていて(pp68-9)、例えばaboutで

1ま当てはまらないと考えているようだが、about(広くはｏｆ以外の場合）で成立していると筆者は考える。

さらに、popularに続く前置詞句について見てみよう。

◆HeispopMJ7amongthestudents・学生の間で受けがよい

◆TheywerepopMzrasentertainerstwentyyearsago、彼らは２０年前に芸人として人気があった

◆popMzratOxfordオックスフォード大学で人気の

◆Ｈｅｉｓｐｏｐ"ﾉa7forhiskindness・親切なので人望がある

・Ｔｈｅｂｅａｃｈｉｓｐｏ〃mrforwatchingthesunset、その浜辺は入り日をながめるのによいことで人気が

ある

◆Ｈｅｉｓｎｏｔｖｅｒｙｐｏｐ皿肱rinWashingtonsocialcircles、ワシントンの社交界であまり人気がない

・ｂｃｐｏｐＭｚｒｉｎｔｈｅｏｆｆｉｃｅ職場で人望がある

◆AttheUniversityofConnecticutshｅｗａｓｐｏ〃ﾉａｒｏｎｃａｍｐｕｓ・コネティカット大学ではキャンパス

で人気があった

◆Thccompany'sproductsremainpopMロバhroughouttheworldわが社の製品は世界中で人気

をとどめている

◆ＨｅｉｓｖｅｒｙｐｏｐＭＪｒｗｉｔｈｔｈｅｌａｄｉｅｓ・女性に大変受けがよい

・ＨｅｉｓｂｅｃｏｍｉｎｇｍｏｒｅｐｏｐＭｚｒｗｉｔｈｔｈｅｐublicthanevcrbefore、以前にもまして一般大衆の人気

を得るようになってきた

・ThelakcispopMJrwithanglers、その湖は釣り人に人気がある．
popular(人気のある)をよく考えてみると、確かにそれ自体に動きの要素はない。従って、popularに続く

ものとしては、人や人の居る場所が来るのももっともである。ａｍｏｎｇには意外感はなく、ｉｎ，ａｔ，ｏｎは有効範

囲を示していて問題ないが、ｏｆは無理であることは明らかである｡この場合にも、ｗｉｔｈが現れるのはやや意

外である。ａｍｏｎｇとｗｉｔｈとは似ていると思われるが、ａｍｏｎｇの場合は、その原義から、対象の範囲を絞る
意味合いが出ることが違いとして見えてくる｡ｗｉｔｈは無標の対象指定の機能を果たしているともいえる｡この

ように考えると、動詞、形容詞に続く前置詞句は、前置詞の基本の意味と、動詞、形容詞の意味とが分か

れば、どの前置詞が適当かをかなりの程度予測可能であるという結論に至る。
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